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五
経
博

に
つ
い
て

漢
書
儒
林
侍
繋
に謹
博
士
、
関
弟
子
員
、
設
科
射
策
、
数
以
官
様
、
詑
於
一
%
仏
如
、

侍
業
者
寝
議
、
支
葉
蕃
滋
、
一
経
競
蛮
百
鈴
寓
言
、
大
部
品
然

至
千
絵
入
、
議
繰
科
之
路
然
也
。
紛
、
書
堆
有
駄
陽
、
韓
話
、
易
楊
、
春

秋
公
羊
間
日
。
復
立
大
小
笈
倹
向
書
、
大
小
戴
穂
、
施
・
孟
・

、
復
立
京
氏
易
。
卒
帝
時
、

易
、
穀
梁
春
秋
。

所
以
湾
羅
議
失
、
粂
而
存
之
、

春
秋

逸
f嘩

立ハ・中失。

べ
た
有
名
な
文
露
で
あ
り
重
要

前
漢
一
代
の
博
士
官
増
置
の

な
史
料
で
あ
る
む
し
か
し
、
こ
の
文
章
に
は
、
特
に
傍
点
を
施
し
た
個
所
に
は

ま
だ
い
く
つ
か
の
疑
問
が
在
る
。
こ
の
小
論
は
そ
の
疑
問
問
点
を
整
理
し
つ
つ
、

武
帝
五
経
博
去
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
(
以
下
特
に
幾
各
会
一
不
き
な
い
も

め
は
す
べ
て
漢
書
で
あ
る

武
帝
五
経
博
士
を
立
つ

詩
の
欠
に
つ
い
て

と
書
い
て
い
な
が
ら
、
「
拐

語豊
后

本

勝

易
楊
、
審
秋
公
羊
而

と
盟
経
を
言
、
つ
だ
け
で
、
な
ぜ
詩
を
ぎ
わ
な
い
の
か
、

に
つ
い
て
で
あ
る
。

王
慮
麟
は
こ
れ
を
次
め
よ
う
に
解
決
す
る
。

文
帝
時

欝
線
嬰
皆
以
詩
然
博
士
、

Q
J
 

々
i

唯
詩
商
号
。

策
帝
N
M
結
概
霞
生
馬
博
土
、
語
絵
経
未
立
。
武
帝
建
元
五
年
春
、
初
一
間
後
五
経

博
念
。
係
林
侍
賛
日
、
武
帝
立
五
経
博
士
、
義
喰
有
駄
陽
、
建
君
、
為
楊
、

春
秋
公
ネ
而
号
。
立
五
経
而
溺
穆
放
ハ
盟
、
蓋
詩
日
立
於
文
帝
持
、
今
井
詩

潟
五
也
。
(
問
問
祭
紀
繍
間
品
せ
八
)

郎
ち
、
詩
は
す
で

の
時
に
博
士

い
た
か
ら
だ
と
す
る
。

陳
識
は
こ
の
考
え
を
駁
し

、
立
五
経
高

蓋
誇
己
立
於
文
形
、
今
仲
介
詩
鶏
五
耳
。

捺
案
、
立
五
続
濁
懇
笠
ハ
由
者

唯
有
云

一
言
僅
有
一

蔚
詩
別
融
符
・
魯
e

武
帝
己
並
立
製
。
晶
子
宣

故
不
挙
。
券
説
文
帝
己
立
也
二
級
品
桑
田
小
雨
渓
五
経
博
食
品
丹
後
綴
骨
材

子
準
弘
毅
工
広
綴
附
附
土
議
)

時
ち
、
費
の
文
章
は
、
「
准
有
」
の

で
、
宣
帝
以
後
は

経
に
つ
い
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て
種
々
の
学
派
が
で
き
た
の

そ
れ
ぞ
れ
学
宮
に
増
癒
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
そ
の
初
め
は
極
め
て
簡
単
で

に
唯
一
家
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
と
述
べ

る
の
が
そ

で
あ
る
が

詩
に
つ
い
て
は
す
で
に
膏

の
三
家
に

分
れ
、
武
帝
の

て
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
「
唯
有
」
の
中
に
数
え
る

わ
け
に
い
か
な
い
の
で
故
意
に
省
略
し
た
の
だ

と
す
る
。

は
こ
の
際
按

て
い
る
。

余
は
街
陳
設
を
動
け
て
一
事
を
穆
は
り
ん
と
す
。
王
氏
は

た
か
ら
樽
賛
に
え
れ
を
略
し
た
と
い
ふ
が
、
鷲
し
然
ら
ば
、
春
秋
に
於
い

て
も
武
帝
以
前
に
巴

が
あ
っ

そ
れ
は

「
少
治
容
秋
、
孝
景
時
潟
博
士
、

は
山
中
す
ま
で
も
な
け
れ
ば
、
王
氏

の
如
く
ん
ば
、
「
春
秋
公
羊
而
巳
、
」

と
い
ふ
言
葉
も
、
亦
省
略
す
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。
春
秋
公
羊
の
み
と
い
ふ

、
後
に
穀
梁
春
秋

て
、
か
く
い

ひ
し
も
の
な
る
を
知
る
べ
し
。

て
王
氏
り
読
取
る
に
足
ら
ざ
る
を

知
る
べ
し
。
〈
}
例
措
織
機
織
考
)

の
説
、
陳
氏
の
説
い
ず
れ
も
魯
・
替
・

立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
援
要
な
根
拠
と
し
て
い

家
一
詩
は
す
で
に
分
れ
て
そ

で
共
通
し
て
い
る
。
以
下
こ
の

つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

い
ま
漢
の
朝
磁
の

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
武
帝
態
…
%
以
前
の
博
士

と
そ
れ
以
後
に
つ
い
て

の
性
格
に
務
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で

に
狩
野
博
士
の
指
議
す
る
通
り

す
な
ム
U

ち
「
漢
武
以
前
の
も
の
は

博
士
と
い
ふ
も
の
な
る
に
釣
し
、
武
常
以
後
の
も
の
は
、

笈
経
博
士
に
し
て

初
も
博
士
と
い
へ
ば
、
そ
れ
が
蔀
ち
莱
経
の
幕
開
家
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
」

建
元
以
前
め
博
士

の
古
制
約
を
踏
襲
し
「
古
今
に
通
ず
る
を

百
官
公
卿
淡
よ
)
も
の
で
あ
っ
て
、
脳
内
え
ば
且
超
錯

と
も
に
文
帝
め

湾
奇
)
の
如
く

の
学
者
に
援
ら
ず
と
も
正
く
学
問
け
が
あ
っ
て
古
今

の
制
に
通
ず
る
者
が
任
(
駁
さ
れ
た
の
で
あ
る
ο

の
祖
師
と
さ
れ
る
中
公
、

韓
詩

の
毅
題
生
は
も
と
よ
り
詩
の

は
梧
違
な
い
が

そ
の
挙
げ
ら
れ

と
な
っ
た
の
は
、
単
に
学
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
任

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
そ
こ
に
官
制
と
し
て
勢
・

の
別
が
無
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
史
記
儒
林
列
簿
の

一
一
学
派

見
る
と
、
そ
こ
に
は
た
だ
次
め
よ
う
に
云
う
ば
か
り

る

一
言
詩
於
魯
則
府
培
公
、
於
膏
則
獄
回
生
、
於
燕
則
韓
太
簿
。

南
公
者
、
祭
入
場
。
瞬
間
魯
退
居
家
教
、
縄
以
詩
懇
篤
耕
説
教
。

職
関
生
者
、
膏
人
也
。
以
治
詩
、
孝
景
時
然
博
士
。
自
是
之
後
、

-80-

皆
本
線
路
生
也
。

韓
生
者
、
燕
人
也
。
孝
文
帝
時
偽
博
念
。

由
韓
生
。

自
是
之
後
、
一
郎
燕
越
期
間
一
一
言
詩
者

-
韓
詩
の
呼
称
は
無
く
、
誇
が
一

・
韓
詩
の
呼
称
は
淡
書
に
至
っ
て
初
め
て
1J' 
れ

ぃ
。
魯
詩

の
学
派
の
分
岐
を
地
べ
て
い
る
が
、

iま

、，
} 

れ
に
よ
る
と

一
家
に
分
派
す
る
。

意
間
交
は
予
の
京
成
(
丞
お

玄
成
は
議
開
問

を
円
以
て
石

哀
帝
に
絡
を
教
授
し
た
。

の
時
で
あ

め

は



ろ、っ。

麿

張
長
安
〈
機
会
i
借
地
問
開
中
尉
)

湾
企
l
l
楚
太
捕
時
)
播
少
孫
(
博
士
)
は

宣
一
克
の
墳
の
人

張
長
安
は

皆
宣
帝
の
時
的
博
士
王

の
時
に
始
ま
る
。

グ〉

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
魯
詩
の

張
氏
の

た
次
め
よ
う
に
分
派
す
る
。

出
是
張
氏
有
許
家
之
柑
晶
子

博
士

の
項
の
入
。

蹴
四
詩
は
朗
氏
に
分
派
す
る
。

翼
奉
〈
叫
球
大
中
大
〉

博
士
l
愁
籾
)
は
后
蒼
の
弟
子
で
、
鱒
丹
(
博
士
i

大
問
空
)
伏
理
〈
官
附
際
相
〉
は
庄
一
衡
の

で
あ
る
。
皆
元
成
の
頃
の
人
で

あ
る
。

の
分
派
は
元
成
の
頃

こ
の
よ
う

韓
詩
は
一
一
一
民
に
分
派
す
る
。

出
是
韓
詩
有
五
・
食
e

長
孫
之
準

博
士
i
露
関
総
支
中
尉
)
食
子
会

機
ゃ
ん
〉
は
宜
帝
の
待
の
人
明
、
、
と
も

め
弟
子
で
あ
る
。
長
孫
綴
(
簿
士
捜
部
制
制
耐
火
)
は
王
・
辛
口
の
弟

E宮本

あ
る
。

}
め
よ
う
に
韓
詩
の
分
派
は
笠
帝
の
持
に
怒
る
。

こ
こ
に
努
詩

の
呼
称
が
使
わ
れ
、
こ
の
三
家
が
織
か
く
分
派
し

1i後?導土佐について

て
ゆ
く
の
は
宣
帝
立
後
の

と
で
あ
る
。

か
り
で
な
く
、
舗
の

つ
い
て
も
、
漢
の
経
欝
が

の
看
板
を
掲
げ
て
学
派
が
分
れ
始
め
る
の
は
、

漢
書
儒
林
俸
に
つ
い
て
見
る
限
り
、

ほ
と
ん
ど
時
を
箆
と
く
し
て
宣
帝
の
壌
に

っ
て
い
る
。

が
こ
の
よ
う
に
多
綾
煩
雑
化
す
る
に
つ
れ
て

れ
を
整
奔
す
る
必
要
に
も
追
ら
れ
、
こ
こ
に
お
い

の
末
年
甘
露
コ

五
一
年
)
諸
儒
を
石
渠
閣
に
会
し

の
間
異
を
議
論
す
る
会
議
が
開
催
冬

れ
た
の
で
あ
る
o

w

の
石
一
地
別
会
議
の
後
、

に
、
易
は
梁
丘
氏
、
総
書
は
大

春
秋

博
士
宮
の
講
座
め

の
そ
れ
ぞ
れ
の

さ
れ
た
。
ま
だ
こ
の
会
議
め

め
結
巣
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
警
ご
と
に

表
わ
し

に
合
せ
て

ト
五
篇
の
議
奏
が

江
、
つ
ま

た
ら
し
くの
議
奏
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。

の
持
も
石
渠
会
議
後
も
博
士
宮
に
お
い

の
増
置
は
無
く
、
石
渠
会

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
弁
せ
考
え
れ
ば
、
詩

韓
詩
と
学
派
を
明
療
に
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

の
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

可
l
ム
0
0
 

然
後
敏
郎
・
・
・
超
顛
有
詩
・
・
春
秋
先
師
、

一
人
不
能
郷
盤
其
経
、
或
祭
務
、
成
篤
頒
、
桔
合
而
成
。
」

之
問
。
場
開
此
之
時

劉
欽
縄
問
)
と
い
う
文
章
が
あ
る
が
、
も
し
詩
経
の
訓
誌
が
か
か
る
状
態
だ
っ
た

と
す
れ
ば
、
武
帝

お
い
て
、
望
ま
し
て
や
武
帝
以
前
に
お
い
て
一
一
一
家
詩
が

そ
れ
ぞ
れ
学
宮
に
立
て
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

冒
頭
の
「
紹
唯
有
云
云
」
の

、
武
帝
が
五
経
博
士
を
立
て
た
時
め

派
の
襲
様
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

で
は
詩
経
を
以
て
博
士
宮
に
任
命
さ

れ
た
の
は
具
体
的

、

ゆ

」

に
拾
っ
て
み
よ
う
Q

武
帝
の

弟
子

い
え
ば
す
で
に
申
公
・
韓
嬰
・
毅
霞
の

と
な
っ
た
十
余
人
と
縁
嬰
の
孫
と
が
い
る
。
の
時
宍
に
な
る
が
、
申
公
め

史
記
需
品
作
山
内
侍
雨
明
公
の
項
に

弟
子
属
博
金
者
十
絵
入
。
孔
安
閣
議
鑑
識
太
守
、
周
額
一
家
綾
部
仰
向
史
、
夏



…
長
沙
舟
史
、
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窯
一
食
品
竣
陽
内
史
、
楊
祭
務
室
東
海
太
守
、

銭
腰
部
中
尉
、
鄭
人
爵
門
駿
品
川
偽
謬
東
内
史
。
其
治
官
民
皆
簾
皆
、
構
其

好
挙
。

又
開
じ
く
韓
生
め
項

韓
生
孫
蕗
銭
今
上
博
士
。

申
公
の
十
人
の
弟
子

の
う
ち
孔
安
聞
は
孔
先
鋒
に

」
と
あ
る
か
ら
、
詩
の

で
は
な
い
(
繊
の
孔
安
簡
略
伝
参
照
)
。
閤
欝
は
徐
髄
と
共
に
武
帝
元
線
六
年

(
前
一
一
一
年
〉
封
禅
の
識
に
与
り
(
史
記
封
稀
書
)
、
ま
た
孔
安
閣
と
並
ん
で

能
言
街
誉
議
場
」
と
称
さ
れ
、

一
千
石
」
(
史
認
綴
林
列
体
〉
と
も
一
玄
わ
れ
、

い
ず
れ
の
学
に
よ
っ

と
な
っ
た
か
決
め
難
い
。
徐
寵
は
封
禅
の
澗
器
を

て
「
太
常
諸
生
執
櫨
不
如
魯
普
」
と
評
し
〈
出
品
記
封
簿
書
)
穫
に
も
通
じ
た

学
者
で
あ
る
。
魯
賜
は
武
帝
元
封
七
年
(
前
一

O
四
年
〉
立
朔
服
色
を
改
め
る
の

識
に
与
っ
て
天
文
腫
算
の
学
に
識
し
か
っ
た
(
律
援
志
上
九
他
の
三
人
は
裁
に

史
料
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
申
公

で
博
士
と
な
っ
た

と
い
う
だ
け

で
は
、
武
帝
時
の
詩
経
博
士
会
特
定
す
る
謹
拠
と
し
て
不
充
分
な
の
で
あ
る
。

韓
嬰
の
孫
は
、
こ
れ
は
儒
林
簿
に
よ
る
と
、
名
は
織
で
、
櫨
父
の
韓
嬰
か
ら

詩
を
学
ん
だ
ほ
か
に
易
も
受
け
伝
え
て
お
り
、
韓
商
の
後
の
総
生
は
宣
帝
の
時

そ
の
時
「
所
受
易
却
先
太
傍
(
韓
嬰
〉
所
樽
也
。
嘗
受

の
を
見
れ
ば
、

に
日
勿
を
以
て
識
せ
ら
れ
、

不
如
韓
氏
易
深
、
太
博
故
専
惇
之
」

の
詩
を
授
け
る
こ
と
よ
り
も
、

そ
の
易
を
怯
え
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
っ
た

注
」
り

1

レい。

轍
医
の
後
学
で
武
帝
の
時
の
入
と
い
え
ば
、
夏
侯
始
田
日
が
そ
う
で
あ
る
。
夏

侯
拾
誌
は
、
五
経
に
通
と
務
一
一
辞
・
術
書
を
教
授
し
て
武
帝
に
尊
重
さ
れ
、
悶
悶
晶

玉
の
太
侍
と
な
っ
た
学
者
で
あ
る
が
、
し
か
し
博
士
を
持
し
た
こ
と
は
な
い
。

文
索
時
代
に
、
す
で
に
申
公
・
韓
嬰
e

戦
闘
が
博
士
と
な
っ
て
学
官
に
あ
っ

た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
特
に
務
経
の
学
問
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

量
錯
や
繋
設
と
同
じ
よ
う
に
、
広
く
学
問
が
あ
っ

た
。
こ
の
三
人
の
後
学
の
、
武
帝
時
代
に
活
動
時
期
が
あ
る
と
悪
わ
れ
る
人
た

と
な
っ
た
の
で
あ
っ

ち
も
、
そ
の
詩
経
博
公
安
特
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
叙
上
の
知
義
疑
問
が
残
る

と

す

れ

ば

、

魯

詩

・

が

そ

に

立

て

ら

れ

た

の

が

い

つ

の
時
点
で
あ
る
か
、
実
は
史
警
に
明
設
が
な
い
の

「
易
楊
」
に
つ
い
て
。

る

そ
グ〉

り
ん0
0
 

め
誤
り
で
あ
る
と
し
、
更
に
、

と

こ
の
「
易
楊
」
は

は
回
何
を
指
す
と
す
る
説
と
、

時
半
孫
を
指
す
と
す
る
説
と
、
二
説
が
あ
る
a

沈
欽
韓
は
恒
例
税
引
、
あ
る
。

漢
書
儒
林
停
補
注

其
後
立
鵠
学
但
強
・

、
不
言
楊
何
所
絡
。
三
家
之
易
、
不
出
於
機
、

易
楊
銭
義
国
之
説
。
機
本
不
立
博
士
、
漠
以
来
議
義
者
皆
目
何
、

呂
田
勿
、
強
大
小
戴
の
岳
議
官
。

国
王
孫
説
で
あ
る
。

そ

漠
貌
博
士
題
名
考
令
上
問
主
孫

案
主
孫
締
ず
覧
景
帝
時
入
、
弟
子
施
雛
・

則
的
玉
孫
鶏
博
士
、
嘗
在
武
帝
之
没
。
議
建
一
花
出
T

覆
蕊

士
者
、
部
五
孫
現
。
緩
林
偉
賛
一
割
問
、

-
梁
部
耕
民
皆
宣
帝
時
入
、

、
始
震
易
博

五
経
博
士
、
知
義
惟
有
駄



議
后
、
易
機
、

然
簿
一
言
楊
何
元
光
中
徴
箆
大
中
大
犬
、

蓋
易
機
乃
易
問
之
誤
。
易
家
先
師
岡
何
・
楊
何
・
回
玉
孫
、

或
同
姓
、
或
問
問
名
、
故
往
往
相
説
。
出
に
記
儒
林
侍
一
玄
、
饗
一
品
開
簡
易
者
本
於
揚

何
。
漢
香
川
制
作
裏
一
明
間
関
勿
者
本
之
国
何
c

此
去
易
構
亦
堂
鶏
易
関
之
競
合
国

主
孫
呉
楊
何
回
借
用
問
何
持
簿
弟
子
、
然
楊
出
ヤ
十
一
州
側
、
回
出
丁
寛
。
又
機
例

五
孫
之
傍
鴬
脆
鰍
・
孟
喜
・
梁
時
資
。

-
京
一
房
・

然
各
自
各
家
、
不
得
混
而
篤

い
ま
使
誼
上

思
決
務
依
授
の
譜
を
漢
撃
儒
林
縛
に
よ
っ
て
、

の
部
分
だ

け
図
示
す
る
と
次
の
通
り

る。

回
何

iJ 

日
仰
は
高
控
の
閉
め
人
で
あ
り

(J) 

で
あ
り

め
時
の

楊
侍
は
武
帝
元
先
中
の

で
あ
り

は
ま
園
維
に
よ
る
と
武
帝
の

時

で
あ
り
、
施
齢
・

の
時
の
人
で
あ
る
。

梁
丘
賀
は

宮本

司
馬
読
は
史
記
太
史
公
自
序
及
び
一
刻
鳥
議
侍
よ
り
補
っ
た
。

沈
欽
韓
が
図
何
の
誤
り
と
す
る
根
拠
の

襲
替
易
者
本
之

グ〉

っ
と
し
て

1i級官事会について

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
漢
の
易
学
者
は
閉
伺
を
担
諦
と
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
史
記
儒
林
列
侍
に
は
、
回
何
で
な
く
、

然
記
言
易
者
本
於
楊
何
之
家
。

グ〉

と
一
五
い
、
楊
何
に
本
づ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
少
し
錯
稼
す
る
が
、

漢
書
儒
林
傍
秘
燃
の
「
易
楊
」
の
楊
は
自
の
誤
り
と
す

は
、
右
に
挙
げ
た

「
問
何
に
本
づ

と
「
楊
何
に
本
づ

と
、
そ
の
い
ず
れ
が
漠
初
日
勿
学
界

の
状
況
を
ま
し
く
言
い

と
い
う
問
題
も
か
ら
ん
で
く
る
め
で
あ

い
る
か
、

ヲ

Q
O王

霞
維
は
、
史
配
綴
林
列
俸
の
「
本
於
犠
何
」
の
楊
侭
は
問
何
の
誤
り
と
断

し
て
い
る
が

で
な
い
に
し
て
も
、
班
聞
の
「
包

司
馬
遷

制
に
本
づ
く
」
の
記
述
の
方
が
当
時
の

い
得
て
い
る
の
は
確
か
で
あ

ろ
う
。
そ

、
先
の
易
伝
授
関
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
楊
何
は
回
何
の
門

法
で
あ
る
し

に
は
後
に
施
・
孟
・

回
何
の
開
人
丁
寛
か
ら
沼
主
孫
に
歪

の
三
家
が

っ
て
皆
博
士
と
な
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
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m何
を
漢
初
め

易
の
矧
踊
と
し
て
国
何

の
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る

い
て
い
る

そ
グ〉

て
、
の
ち
の
後
漢
替
儒
林
俸
に
な
る
と
、
主
附
書
一
玄
、
沼
符
傍
観
勿
授

王
孫
授
柿
人
施
鱗
・
東
海
孟
審
・
時
以
邪
梁
丘
賞
、

丁
寛

孟

と
、
回
何
務
め
学
系
を
整
理
し
、
こ
こ
に
楊
何
は

れ
て
い
る
。
史
記
の

に
本
づ
く

弓

で
な
い
に
し
て
も

馬
連
が
こ
の
よ
う
に
言
う
の
は
、
父
の
談
が
揚
何
に
綿
一
や
し
て
易
を
学
ん
で
い

た
と
こ
ろ
か
ら
、

特
に
尊
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

史

記

め

に

本

づ

れ
は
、
楊
何
の
学
は
沼
何
を
祖
と
す
る
の
は
一
夜
、
つ
ま
で
も
な
い
が
、
例
え
ば
魯
詩

は
浮
郎
佑
を
認
と
す
る
が
史
認
綴
林
売
停
申
公
の
粂
に
は
、
詩
を
言
、
つ
教
は
山
中

公
に
本
づ
く
と
…
寄
っ
て
い
る
の
と
問
じ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し

の
記
述
は
他

そ

っ
く
。

〕
の
見
方
に
立
て

培
、
簿
襲
に

と
あ
る
の
が
却
っ
て
こ
の
説
を
補
足
し
得
る
資
料
と
も
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な
る
し
、
こ
れ
を
逆
に
た
ど
れ
出

に
本
づ
く
」
が
正
し

即
ち
、
易
は

い
と
す
れ
ば
、
「
易
揚
」
も
沈
欽
殺
や
主
題
維
の
よ
う
に

の
誤
り
と
す

る
必
要
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。

と
い
う
の
が
、
そ
の
遺
経
を
い
い
え
た
祖
師
を
指
し

そ
の
学
派
の
基
盤
と
な
る
締
を
指
し
て
一
言
、
つ
の
か
、
そ
の

い
ず
れ
に
解
釈
す
る
か
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
包
出
勿
の
祖
師
と
す
れ
ば
関

何
日
い
本
づ
J

い
し
、
の
基
盤
と
す
れ
ば
楊
何
に
半
、
つ
ノ
い
こ
と

「
本
づ

の
か
、
そ
れ
と
も

る
わ
け
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
理
屈
で
あ
っ

実
際
は
、
楊
何
が
以
降
の

施
・
孟
・
梁
丘
三
家
の
学
派
の
基
盤
を
き
ず
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ

で
王
墨
綾
は

に
改
め
た
結
果

を

の
基
盤
を
き
ず
い

た
婦
と
し
て

の
祖
師
と
し
て
出
何
を
考
、
え
る

め
で
み
ろ
う
。

は
「
易
器
」
の

で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
回
が

何
を
指
す
の
か
間
王
孫
を
指
す
の
か
、
即
ち
遺
経
を
伝
え
た
祖
師
を
指
す
の
か

の
基
盤
と
な
っ
た
錦
を
指
す
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
を
考
え
る

と
き
、

こ
れ
を
易
の
ゑ
授
訟
流
の
相
関
誼
に
の
み
求
め
て
も
解
答
は
得
ら
れ
な

ろ
う
二
t

易
思
」
の
記
述
を
簿
賛
全
体
の
文
脈
の
や
で
、
と
り
わ
け
「
初

審
唯
有
欧
隊
、
籍
出
旬
、
易
楊
〔
創
刊
春
秋
公
羊
而
己
」
の
文
脈
の
中
で
把
握
し
、

他
の
蓄
や
韓
や
春
秋
め
場
合
を
、
全
体
と
し
て
検
叫
刻
す
る
必
要
が
あ
り
、
山
口
以

し、下
の

と
か
ら
め

'"、
O

J
J

し

手三}

「
鵡
后
ん
に
つ
い
て

み
る
い
は
あ
樹
と
も
響
く
」
に
関
す
る
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ー

i
!
詩
め

の
項

東
海
郊
入
也
。

蒼
亦
通
詩
・

幡
、
震
博
士
、

匡
衡
。

の
伝
授
孟
贈
の
項

「
五
郷
、
楽
海
人
也
。

以
授
岳
倉
・

1
0
 
1
 

ー

毅

(
補
注
玉
光
線
問
、
会
腕
噌
一
玄
、
宣
皇
帝
降
、
行
総
絵
、
博
士
后
藤
気

之
併
、
至
A
フ
記
之
門
出
船
間
愛
記
)
。
授
浦
織
内
入
遜
漢
子
方
・

戴
霊

-
涼
慶
並
自
孝
公
。
出
走
穫
有
大
戴
・

-
愛
氏
之
事
。

グコ
項

!
ー
易
の

孟
喜
学
長
卿
、
東
海
爵
段
人
也
。
父
競
孟
綱
、

統
廃
。
世
所
簿
話
氏
櫨
・
疏
正
春
秋
、
皆
出
孟
卿
。

-
春
秋
、
授
后
驚
・

-84-

尽

団
第
業

東
海
務
総
械
入
品
、
徒
社
段
。

泰
司
懇
話
念
且
十
年
、
円
以
令
詣
太
常
受
業
。
復
事
同
感

博
士
白
奇
。

一
年
、
博
士

⑨
漢
書
義
文
忠
|
|
六
雲
路
詩

e

膏
・
韓

轍
部
叫
則
自
、
申
公
的
作
品
総
務
、
品
加
蒼
作
膏
詩
、

詩
経
二
十
八

勝料麟前作品料詩。

務
局
設
故
二
十
巻
。

務
后
氏
簿
一
二
十
九
巻
。

@
漢
書
婆
文
志
|
|
六
護
腕
時
撞



経
十
七
議
后
氏
・
級
品
仏

知
山
淳
臼
、
行
鴻
約
於
品
開
捜
盤
、
后
倉
然
記
。
放
各
自
品
開
筆
記
。戴

徳
・
戴

聖話
氏
競

儲

漢
興
、

傍
之
、
各
自
名
家
。

-
諌
大
夫
翼
泰
合
安
畠
侯
張
弱
肉

奮
博
士
江
翁

ま
た
儒
林
傍
に
よ
っ

の
図
を
必
要
部
分
だ
け
示
す
と
次
の

怠
町
ヲ
ハ
V
C

↓↓↓↓ 

総本

名
は
伯
で
〈
災
記
然
隠
に
よ
る
)
、
史
記
儒
林
列
俸
に

言
建
、
市
篠
高
堂
生
最
本
。
櫨
問
自
孔
手
間
其
経
不
具
、

香
散
亡
盆
多
、
於
今
燃
側
有
士
薩
ー

ま
た
漢
書
需
林
傍
や
義
文
志
に
も
、

ついて

魯
高
堂
生
侍
土
鵡
十
七
篇
。

と
一
お
う
よ
う
に
、
高
堂
伯
は
漠
初
に
遺
経
を
~
伝
え
た
識
の
桟
鐸
で
あ
る
。

て
后
蒼
に
至
り

そ
の
門
下
に
は
戴
議

伯
よ
り
コ

慶
普
が
み
め
り

そ
れ
ぞ
れ
学
派
を
起
し
た
。
需
林
俸
に

め
学
派
分
岐
を
述
べ
、
そ
れ
に
よ

る
と

家
に
分
派
し
て
い
る
。

の
雨
明
か
ら

由
是
鵡
有
大
数
・
小
戴
・

由
是
大
戴
有
徐
氏
、
小
戴
有
橋
・
梯
氏
之
島
十
。

(……何回抑制太捕時)

(捕時士
i

九
江
大
山
主

(
東
平
太
町
寸
)
み
な
玄
帝

以
後
の
人

戴
聖
は
博
士
そ
以
て
甘
露

年
)
の

前
笈

参
詣
し
て
い
る
。
徐
長
(
博
士

l
都
市
三
議
仁
(
大
鴻
臓

浪
邪
太
守
)
は
み

な
成
哀
の
頃
の
人

家
の
鰻
学
は
防
藤
に
本
づ
い

る
。
こ
の
よ
う
に

て
お
り

后
蒼
は
礎
学
の
此
守
派
基
盤
と
な
っ
た
蹄
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
を
自
坊
の

てや

、
J

戸
線
蒼
は

学
派
形
成
過
程
に
擬
え
れ
ば

国
何
の

の
能
で
残
し
た
疑
問
、

孫
の
役
割
前
に
あ
る
。
こ
の
仮
設
が
無
け
れ
ば
、

郎
や
り
「
易
聞
」
の
出
は
凶
何
か
回
王
孫
か
の
隣
題
も
、

え
る
と
き
、
佐
壬
砕
ケ
わ
か
於
鈴
縫
A
V

説
が
正
し
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。

と
比
較
し
て
考
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し
か
し
、
易
の
国
王
孫
と
畿
の
治
蒼
と
の
聞
に
は
決
定
的
な
棺
違
が
あ
る
。

そ
れ
は

田
正
孫
は
主
謹
維
の

武
帝
の
時

で
あ
る
か
ら

「
初
唯
有
、

の
記
述
の
意
味
す
る
所
は
、
武
帝
が

を
立

て
た
当
初
の
易
学
派
は

国
氏
自
勿
の
み
で
あ
っ
た

と
理
解
し

し、

の
だ
が

方
、
后
蒼
の

、
彼
は
宣
帝
め
時
め
博
公
な
の
で
あ
る
。

士
后
蒼
が

っ
た
の
は
史
料

φ
に
示
す
如
く

二
年
西
紀
前

七

の
卒
年
か
ら
す
で
に
十
五
年
経
て
お
り
、
初
め
て
五

前
二
二
六
年
)
か
ら
数
え
れ
ば
六
十
四
年
も
蕗
つ

て
い
る
。

が
、
武
帝
五
経
博
士
設
置
当
初
め
議
は
岳
蒼
轄
の
み

つ

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
は
ず
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

史
料
@
そ
の
地
に
よ
る
と
后
蒼
は
博
土
で
わ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
が
「
逼
詩
・
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い
っ
た
い
詩
湾
企
な
の
か
膿
博
士
な
の
か

と
い
う
記
述

わ
か
に
決
定
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
の
著
作
を
見
て
も
、
史
料
金
の
如
く

二
十
九
巻
」

方

詩
に
関
し
て
は

の
如
く
轄
に
関
し
て
吋
曲
憂
后
念
九
鱗
い
を
著
し
て
い
る
。
ま
た
学
問
問

の
伝
授
を
見
て
も
、
史
料
舎
の
如
く
詩
を
翼
奉
・

匡
衡
に
教
授
し

一
方
で
詩
史
料
②
の
如
く
議
を
関
人
議
漠
・
戴
察
・

に
伝
授
し
て

い
ず
れ
の
学
関
に
ょ
っ
と
な
っ
た
の
か
全
く
不
紛
で
は
あ
る
が
、

い
ま
儒
林
停
に
お
け
る
彼
の
詩
に
関
す
る
記
述
史
料
母
と
、
議
に
関
す
る
記
述

史
料

φ
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
嬰
誇
信
授
の
項
の
方
が
詳
し
い
。
こ
れ
は
儒

林
侍
の
記
載
が
、
鵡
よ
り
詩
を
先
に
記
述
し
て
い
る
と
い
う
関
係
だ
け
で
は
な

か
ろ
う
。
警
詩
の
鋼
所
で
は
、
先
ず
戦
間
以
下
の
信
授
を
述
べ
、
次
い
で
改
め

て
壌
を
起
し
て
岳
蒼
説
…
?
の
伝
授
を
述
べ
る
形
式
に
対
し
て
、

、
会
、
，
o

i
v
w
j
d
d
y
 

の
個
所
で

は
、
議
卿
伝
授
の
項
の

て
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
様
林

俸
の
記
載
形
式
を
わ
ず
か
に
手
が
か
り
と
す
れ
ば
、

通
ず
る
学
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

は
、
詩
・
謹
と
も
に

っ
た
の
は
詩
の
学
問
を
挙
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
患
う
。

と
こ
ろ
で
后
蒼
以
前
に
遡
れ
ば
、
朝
廷
に
お
い

っ
た
の
は
、

魯
の
嬬
生
た
ち
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
叔
孫
一
過
は
激
さ
れ
て
魯
の
儒
生
一
二
十

た
め
に
高
速
は
「
吾
溺
今
日
知
篤
皇
帝
之

で
あ
り
、
ま
た
努
め
徐
健
が

余
人
と
共
に
高
視
の
朝
儀
を
定
め
、

と
感
歎
し
た
話
〈
史
記
叔
孫
逼
侍
)

武
帝
に
徴
さ
れ
て
封
禅
を
論
じ
た
持
、
「
太
常
諸
生
執
輔
、
不
知
魯
善
」

に
附
明
る
い
魯
の
ち
は
、
漢
和
め

て
い
る

こ
の

い
頃
か
ら
戟
延
に
お
い
て
太
常
の
属
官
と
し
て
多
く
登
閑
刑
さ
れ
た
よ
う
で
み
る
。

史
記
穏
林
列
停
は
こ
れ
を
次
め
よ
う
に
述
べ
る
。

謹
国
自
礼
子
時
間
其
控
不
具
。

公
緯
。

没
一
定
秦
焚
書
、

於
今
溺
有

孝
文
帝
時
、
徐
生
円
以
容
震

延
蛸
能
、
未
善
也
c

楽
以
答
押
局
漢
紬
踏
ん
潟
大
炎
、
至
療
援
内
史
。

徐
氏
弟
子
公
戸
議
一
意
・
桓
生
・

と
は

い
わ
ゆ
る

史
記
会
徐
々
糊
慨
に
引
く
正
義
)
こ
と
で

礼
儀
作
法
で
あ
る
。
ま
た
漢
書
欝
林
停
で
は
を
「
領
」
に
作
り
、
こ
れ

一
郎
潟
此
領
貌
威
儀
事
。
有
徐
託
、

は
蘇
林
の
誌
に
よ
る
と

後
有
張
丘
、
不
知
経
、
包
能
盤
僻
潟
鵡
容
。

天
下
都
国
有
容
史
、
皆
詣
魯
撃
之
」

ぃ
、
こ
れ
ら
の
礼
儀
作
法
を
治
め
た
儒
生
は
躍
の
経
典
は
絞
め
な
く
て
も

そ
の
谷
貌
威
儀
を
N
M
て
出
仕
し
、
都
留
に
あ
っ
て
は
こ
れ
を
容
史
と
呼
ぴ
、
相
続
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廷
で
は
、
こ
れ
を
札
官
大
夫
と
時
ぴ
慣
し
て
い
た
Q

そ
し
て
こ
の

立
別
留
建
容
」
(
級
品
地
が
日
開
色
王
を
談
め
た
設
楽
。
偏
向
変
縮
問
)
の

に
も
窺
え
る
よ
う
に
、
武
帝
の
世
に
な
お
議
要

ち
、
防
策
以
前
に
お
い
て
は
、
糟
と
い
え
ば
こ

れ
て
い
た
め
で
あ
る
。
却

の
実
習
に

っ
た
。

そ

の
経
典
は
、
高
堂
生
が
土
踏
十
七
畿
を
伝
え
て

孟
卿
と
受
け
継
が
れ

笠
帝
の
時
の

っ
て
漸
く
そ
の
訓
話
解
説
が
備
る
の

る

雄
容
を
治
め
た
殺
は
務
廷
に
挙
げ
ら
れ
て
礼
宮
大
夫
と
な
っ
た
。
礼
官
大
夫

と

は

、

補

詑

に

沈

欽

韓

は

、

と

云

う

。

い

ま

、

百

官

公

鄭

表
上
の

の
項
を
見
る
と
、
奉
常
は
故

一
四
四
年
)
に
太
常
と
改
め
、
宗
廟
礼
儀
を
掌
っ
た
。

景
帝
中
六
年
〈
叫
総

額
締
高
注
は
、
太
常
と

め
旋
旗
で
日
開
九
を
錘
き
玉
に
大
世
ゃ
が
み
る
と
き
建
て

礼
官
が



ゆ

〕

と
説
明
し
て
い
る
。
太
常
の

l立

た
カミ

ぃ、っ

太
楽
・
太
悦
・
太
宰
・
太
汐
で
太
ト
・
太
疾
一
が
あ
り

こ
れ
に
属
し
、

古
今
に
通
ず
る
こ
と
を
掌
っ
た
、
と
あ
る
c

こ
こ
に
は
太
常
の
属
官
に
太
楽
以

下
の
ふ
ハ
宮
と
博
士
と
を
学
げ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
沈
欽
韓
の
一
石
、
7
如
く
、
大
夫

も
博
士
も
み
な
礼
官
だ
と
す
れ
ば
、
大
夫
は
博
士
ど
毘
じ
く
太
常
に
窮
す
る
の
で

あ
る
。

は
文
学
を
以
て
太
常
掌
故
と
な
っ
た
〈
耐
火
総
数
銭
簿
)
が
、
そ
の

索
時、

「
太
常
博
士
弟
子
試
射
策
、
中
南
γ
科
補
郎
、
中
乙
科
補

と
あ
り
、
窓
放
も
太
常
に
属
す
る
。

に
は
史
記
需
林
列
停
の
公
篠
弘

の
い
わ
ゆ
る
功
令
に
「
治
鵠
次
治
掌
故
、
以
文
筆
稽
儀
免
官
云
一
五
」
と
あ
り
、

史
記
舎
注
考
鐙
は
「
次
治
」
の

た
上
で
〈
柑
偶
数
綴
林
崎
滑
に
は
次
治
め

ゆ
ナ
が
な
い

治
礼
・
掌
放
を
官
名
と
し

亭

故

以
文
向
学
耀

云
」
と
一
戸
、
つ
め
に
よ
れ
ば
、
治
礼
も
ま
た
礼
宮
で
太
常
に
属
守
る
。

の
下
に
は
博
士
以
下
、
大
夫
・
掌
故
'

部
ち

の
礼
宮
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

、
朝
廷
の
札
ん
お
の
や
に
あ
っ
て

は
み
な
大
夫
で
あ
っ
た
。
開
じ
く
太
常
に
議
す
る
札
官
に
は
、

先
の
史
記
嬬
林
列
簿
め
徐
生
以
下
の

-
大
夫
・

品
等
放
・
治
札
と
諸
呂
の
あ
る
や
で
、
大
夫
に
任
用
さ
れ
て
い
た
。
博
士
で
は
な

総本

る
博
士
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

て

ぃ
。
即
ち
、
話
驚
以
前
に
は
建

に
、
も
し
后
蒼
が
詩
絞
め
博
主
だ
っ
た
と
す
れ
ば
体
、
轄
の

に
博
会
を
以
て
石
築
会
議
に
参
加
し
た
戴
蓑
が
そ
の
始
め
で
あ
る
こ
と
に
な
る

は
、
宣
帝
末
年

建
元
五
年
、
武
帝
は
五
経
博
士

て
た
。
し
か
し
そ
の
当
初
は

博
士
は
欠
汁
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
簿
賛
の

は
、
武
帝
当
初

っ
て

い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

の
表
現
は
史
記
に
は
も
ち
ろ
ん
無
く
、

こ
れ
は
後
世
か

っ
て
武
帝
の
時
代
を
こ
の
よ
う
に
称
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
宣
帝
以
後

小
戴
・
菱
氏
一
一
一
家
の
鴫
学
が
起
り
、
大
・
小
戴
は
学
宮

に
立
て
ら
れ
(
義
文
志
に
よ
る
と
臨
泌
氏
も
学
官
に
笈
て
ら
れ
た
)
、
こ
の
一

な
岳
蒼
め
門
流
だ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
る
い
は

の
学
は
み

か
ら
九
都
少
府

の
顕
貴
な
地
位

っ
た
入
で
も
あ
っ
て
、

カ当

め
稔
が
後
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(同

に
つ
い
て

伏
生
の
倍
、
え
た
今
文
出
向
書
の

儒
林
停
に
よ
っ
て
必
要
の
部
分
だ

け
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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千
点完全占品会

Y 

仁

志一一五
空宇
品苦

グ〉

右
の
閉
め
、
っ
ち
濁
覇
・

葉
嘉
の
一
一
一
人
が
、
伏
生
の
弟
子
で
あ
る
と

い
う
明
確
な
記
述
は
な
い
。
伏
生
が
い
わ
ゆ
る
壁
蔵
の
一

十
九
篇
の
書
を
得
ー
で

-
魯
の
地
方

こ
れ
に
よ
っ
て
山
東
の
名
あ
る
学
者
た
ち
は
皆
向
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に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
自
此
之
後
、

孔
安
罷
・
維

陽
翼
裏
、
鰯
能
一
宮
尚
喜
事
い
(
耐
火
記
餓
林
列
俸
に
よ
る
c

渓
警
に
は
孔
安
関
踏
め
名
も
入
つ

現
で
、
伏
生
に

し
た
か

、
は
っ
き
り

て
い
な
い
)
と
い

し
な
い
。
し
か
し
そ
の

の
学
は
伏
生
所
伝
の
も
の
に
罰
違
い
は
な
い
。

~ 

題
は
儲
林
俸
の
記
述
に
基
づ
き
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
鴎

五
経
簿
士
、

は
、
必
ず
し
も

と
儒
林
簿
賛
に
一
お
う
と
こ
ろ
の

復
立
大
小
葉
侯
信
書
」
の

致
し
な
い
の
で
あ

ヲハ
V
A
V

第

に
、
武
帝
五
経
博
士
当
初
は
、

た
だ
駄
揚
氏
ぬ
警
だ
け
で
あ
っ
た
、

ぃ
、
つ
の
が

で
き
な
い
。

の
時
に
尚
書
の
博
士
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

め
は
、
皆
伏
生
の

で
、
孔
安
岡

ぞ
み
る
。
あ
る
い
は
毅
賜
生
も
そ

つ
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

孔
安
閣
時
拡

史
料
岳
史
記
孔
子
世
家

子
一
一
蓑
生
息
、
年
五
忠
生
武
、
武
生
延
年
及
安
闘
。
安
騒
銭
A
7
皇
帝

、
至
臨
滋
太
守
、
釜
卒
。
安
麗
生
印
、
印
生
穣
。

争
漠
番
孔
光
傍

裏
・
生
・
忠
、
忠
生
武
及
安
盟
、

延
年
生
鏡
、
学
次
儒
。
覇
生
光

駕
。
安
鴎
・
雄
和
十
皆
以
治
山
内
書
偽
武
帝
博
士
。
安
閑
盃
臨
滋
太
守
。

窃
史
記
儒
林
列
侍
|
詩
の
…
拡
張
申
公
の
項
議
機
W
綿
織

弟
子
鋳
博
士
十
銭
入
、
孔
安
翻
歪
議
潅
太
市
川
H
4
0

争
史
記
儒
林
弼
侮
i
前
書
伝
授
伏
生
め
項

伏
生
数
湾
商
議
生
及
駄
揚
生
、
欧
隊
生
敬
子
莱
克
寛
。
児
箆
銃
遁
信
書
、

以

文

挙

態

郡

挙

、

受

業

孔

安

勝

。

〈

中

純

明

)

・
日
此
之
後
、
魯
隠
議
・
孔
安
岡
・
後
滋
賀
嘉
、

金
漢
書
儒
林
俸
i
持
議
総
授
験
競
生
の
一
現

敵
陽
生
字
和
伯
、

事
伏
生
、
授
泊
施
章
。
寛
又
受
業
乳
安
髄
。

克
寛
千
衆
人
也
。
治
禽
書
、

以
郡
園

、
受
業
孔
安

関

グ〉

壌

と

孔
氏
宥
古
文
尚
書
、
滞
安
盤
以
今
文
議
之
、
蕗
刊
以
起
其
家
。

襲
、
議
向
議
滋
多
於
是
失
。の
項
〈
⑦
の
文
に
統
い
て
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安
盟
鳥
譲
大
夫
、
授
都
尉
軒
、
而

⑨
漢
書
義
文
志
|
ム
ハ
義
路
書

古
文
向
室
閏
卓
会
、
出
孔
子
壁
中
。

魯
共
王
壊
孔
子
宅
、
欲
以
直
属
其

而

得

古

文

向

欝

及

館

記

・

論

語

・

学

経

凡

数

十

語

、

乳

孔
子
後
也
。

得
多
十
六
態
。

震
義
之
0

0
漢
書
楚
元
主
侍
i
例
制
紋
移
太
常
博
念
書

及
品
僚
恭
王
壊
孔
子
窓
、
欲
以
矯
宮
、
而
得
中
間
文
於
壊
壁
之
中
、

十
九
、
議
十
六
篇
。

孔
安
園
献
之
、
議
重
量
倉
卒
え
難
、

及
施
行
。

孔
安
醤
は
孔
子
十

の
孫

(
m
w
に
よ
る
。
②
に
よ
れ
ば
十
三
世
め
孫

で
あ
る
。
孔



安
鴎
が

で
あ
る
こ
と
は
史
料
号
舎
に
依
っ
て
明
ら
か

の
時
の

る
。
市
中
公

っ
て
魯
詩
を
学
び
、

の
簿
士
と
な
る
も
の
十
余
人
、
孔
安

題
一
五
一
五
」
と
あ
り
号
、
そ
の
博
士
と
な
っ
た
の
は
詩
の
学
に
よ
る
と
も
思
わ
れ

る
が
、
孔
光
地
得
舎
に
「
山
間
蓄
を
治
む
る
を
以
て
」
と
あ
る
か
ら
、
も
と
も
と
魯

詩
を
治
め
、
更
に
向
室
閏
も
学
ん
で
博
士
に
挙
汗
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
師
は
伏
生
と
思
わ
れ
る
。

の
簿
士
で
、

っ
て
か
ら
は
、

・
魯
の
地
方

め
焚
書
の
難
に
撲
や
に
匿
し

十
九
篇
の
向
警
を
、

い
た
が
、

は
そ
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
号
。

た
所
調
孔
民
主
文
街
誉
会
総
え
た
。
儒
林
侍
⑦
舎
に
よ
れ
ば
、
こ

が
新
た

め
の
資
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
初
め
は

伏
生
一
所
拡
の

っ
て
博
士
と
な
り
、
後
に
古
文
の

に
入
っ
た
に

ぃ
。
見
寛
は
初
め
術
蓄
を
歓
揚
生

土
孔
安
閣
の
も
と
に
進
学
し
ゅ
母
器
、
ま
た
駄
陽
生
め
子
に
教
え
た
〈
綴
品
件
簿
)
。

即
ち
孔
安
部
掛
め
学
は
一
舟
伝
し
て
敷
続
氏
に
継
殺
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
孔
安
関

後
都
留
よ
り
選
ば
れ
て
惇

が
今
文
尚
喜
を
以

と
な
っ
た
こ
と
の
明
設
で
あ
る
。
そ
の
お
文
向
書
は

都
総
務
に
受
け
継
が
れ
た
器
。

孔
安
閣
の
活
動
時
期
は
、
武
帝
初
め
の
ほ
ぼ
一

で
あ
り
、
そ

'8キ二

や
ふ

3
d
中
A
F
E
3吋
fru
公
号

1
L
v
p
u
e
j
v
z
E
ヰ
ゆ
え
お

の
師
の
串
公
は

。
年
こ
ろ
と
怒
わ
れ
る
。
そ
れ
は

武
帝
郎
位
(
前
一
四
O
和
十
)
当
初
八
十
余
歳

後
数
年
で
卒
し
、

め
諦
の

Ji縫機会について

で
あ
っ
た
こ

の
時
(
務

七
九
一
五
五
年
)

口
弟
子
め
兇
寛
は
武
帝
完
封
元
年
〈
約
二
O
年
〉
御
史
大
夫
と
な
り
、

八

に
卒
し
て
い
る
こ
と
(
百
官
公
卿
愛
下
〉
、
出
史
紀
①
に

の
記
事
が

あ
る
こ
と
、
以
上
三
点
を
伸
綜
合
し
て
推
定

る
。
ま
た
、
そ
の

J

M

勺

事

-

ナ
'

d

J

J

時
期
は
、
武
帝
元
朔
年
間
(
前
八
t

二
三
一
)
の
こ
ろ
は
確
か
に
官
に
あ
り
、

そ
れ
は
、
児
寛
は
文
学
を
以
て
郡
挙
に
応
仁
、
博
士
孔
安
関
に
学
ん
で
い
る
俸
が
、

〕
れ
は
元
朔
五
年
の
公
孫
弘
の
「
功
A
V
L

に
「
郡
鹿
懸
官
有
好
文
接
、
詣
太
常

得
受
業
如
弟
子
」
(
儒
林
地
問
〉
と
あ
る
の
に
一

晩
年
、
議
滋
の
太
守
に
卒
し
た
や
φ
③。

孔
{
女
園
の
生
一
子
が
上
述
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、

の
事
件
(
前
九
二
年
〉
に
遭
っ
た
」
と
か

る
こ
と
か

れ
る
。

「
安
園
が
豆
一

の
後
(
前
九
五
年
以
後
)
に
安

闘
が
古
文
を
献
上
し
た
〕
と
か
い
う
記
事

に
「
武
帝
時
安
偶
蹄
家
献
之
、
舎
一
紘
一
義
事
、
米
列
於
館
学
宮
」
と
あ
る

iJf 

萄
院
の

め
漏
を
補
っ
て
い
る
〈
巻
間
間
十
七
)
。

ま
た
漢
番
号
に
よ
る
と
、
孔
延
年
も
武
常
の
時
の
博
士
で
あ
る

っ
て
い
な
い
ο

ま
た
史
記
①
は
祇
年
と
安
婦
踏
と
を
兄
弟
と
し
、
漢

め
に
よ
っ

カず

89 

書
②
は
安
溺
献
を
延
年
の
父
、
武
の
兄
弟
と
し
て
、
く
い
ち
が
っ
て
い
る
。

維
は
こ
れ
を

漢
書
孔
光
侍
蛤
替
之
。
蓋
嬢
孔
氏

の
記
事
を
}
紙
抑
制
m

(
渓
貌
描
閉
会
怒
名
々
上
〉
と
云
つ

ゆ

A
V
〉」

1
レ

て
い
る
。

張
生
前
憎
い
鉱

史
料
金
交
記
儒
林
列
侍

l
詩
書
信
授
伏
伎
の
填
(
漢
書
儒
林
機
関
じ
)

伏
生
教
清
南
張
生
及
駄
揚
生
。

グ〉

項

其
先
夏
侯
都
尉
、
謎
済
南
張
生
受
向
察
、
以
傍
族
子
始
燃
料
。
始

日
昌
博
勝
、
勝
又
事
同
郡
詣
構
。
商
卿
者
俊
寛
内
入
。

の
初
め
の
緩
め
博
士
で
あ
ろ
う
G

こ
れ
は
次
の
ニ
点
か
ら
推
定
す
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…
つ
に
は
、
伏
生

め
需
林
停
に
見
え
る
の
は
駄
陽
生

る賞
嘉

e

議
錯
・
張
今
一
の
中
ハ
人
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
議
錯
は
景
帝
初
一

(
前
一
五
閥
年
〉
に
卒
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
四
十
余
歳
め

で
あ
り
(
詰
銭

繍
附
)
天
寿
を
全
う
す
れ
ば
当
然
武
帝
め

の
注
に
よ
れ
ば
頁
誌
の
孫
で
あ
り
、
貰
誼
は
文
帝
拐
十

で
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
孫
は
武
帝
期
に
か
け
て
の
人
と
思

に
も
活
動
し
得
た
。年
(
前
一
六
九
年
〉
に

三
十
一
一

わ
れ
る
。
孔
安
醐
及
び
題
覇
は
武
帝
の

努
初
期
に
そ
の
活
動
待
燃
が
あ
っ
た
と
箆
て
き
し
っ
か
え
な
か
ろ
う
。
ニ
つ
に

は
、
伏
生
よ
り
夏
侯
勝
に
議
る
向
蓄
の
転
授
に
は
、
煎
掲
の
図
の
如
く
、
伏
生

!
張
生
!
東
倹
都
尉
1

夏
侯
検
品
!
一
変
侯
勝
の
流
れ
と
、
伏
生
!
孔
安
霞
i
先

寛

i
藷
離

l
夏
倹
勝
め
流
れ
と
の
二
つ
が
あ
り
、
ご
く
大
ま
か
に
晃
て
、
こ
の

一
一
つ
を
横
に
並
べ
て
、
張
生
と
孔
安
盤
、
支
倹
都
尉
と
克
葉
、
一
麦
侯
始
岡
田
と
藷

離
と
が
そ
れ
ぞ
れ
毘
時
期
と
推
測
さ
れ
、
孔
安
閣
は
絹
紀
前
一
二

O
年、

め

で
あ
る
。
民
間
の
張
生
も
武

し
(
孔
安
感
略
伝
参
加
閉
じ
、
見
寛
は
前

。
年
御
史
大
夫
と
な
り
八
年
後
に
卒
し

(
百
合
口
公
務
表
下
)
、

〈
滋
九
七
年
立
ち
、
前
八
大
和
十
欲
十
寸
)
の
太

簿
と
な
り
、
前
九

O
年
前
後
に
寿
を
以
て
終
っ
た
〈
笈
侯
始
昌
簿
)
。
郎
ち
張
生
を

武
帝
初
期
の
人
と
考
え
て
お
お
よ
そ
妥
当
で
十
灯
ろ
う
。

歌
陽
生
前
附
伝

史
料
缶
史
記
儒
林
列
侍
1

街
書
日
伝
授
伏
生
め
項
(
漢
妻
橋
林
俸
は
ぽ
開
閉
じ
〉

伏
生
数
済
南
張
生
及
款
問
陽
生
。

争
議
書
儒
林
侍

l
詩
書
訴
授
欧
陽
生
め
項

欧
陽
生
学
鞄
錦
、
千
乗
人
也
。
挙
伏

・
漢
書
で
は
、
献
陽
生
を
博
士
と
は
替
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
生
卒
宮
歴
等

授
俄
寛
。

で
あ
る
c

敵
機
生
博
士
を
云
う
の
は
後
漢
議
儒
林
簿
で
あ
る
。

歓
陽
数
字
五
忠
、
楽
安
千
乗
人
税
。

8
歌
揚
生
侍
伏
・
生
詩
書
、
至
欽
八
世

ほ
と
ん皆

潟
博
士
。

し
か
し
、
主
醤
維
は
こ
れ
を
退
け
て
「
歪
云
駄
陽
生
主
款
八
世
震
博
士
、
関
本
ワ

大
之
務
、
不
足
信
也
」
と
去
、
三
一
方
張
金
吾
は
歓
鱗
生
博
士
を
肯
定
し
、
そ

の
根
拠
に
敵
陽
氏
譜
誼
序
を
挙
げ
る
〈
瀬
渓
五
経
博
士
考
棋
会
一
一
三

駄
陽
氏
諮
問
総
序
〈
歎
勝
文
忠
公
集
七
十

千
栄
之
額
者
、

M

汁
終
巻
二
十
二

字
和
信
、
篤
漢
博
士
、
以
経
名
家
。
所
諸
数
路
指

楊
樹
達
も
ま
た
こ
れ
を
信
用
で
き
る
と
し
て
い
る
。

樹
達
按
、
、
欧
陽
氏
諒
一
志
、
除
鰐
欽
字
子
敬
、

日
述
、
ヨ
興
、
時
受
業
於
伏
生
。
容
儀
博
士
、
生
一
?
?
呂
臣
、
蓬

生
潟
、
高
生
仲
仁
、
仲
七
業
地
鈴
、
地
齢
生
致
、
政
生
数
。
駄
陽
修
云
、

漢
世
以
欽
偽
和
伯
八
世
孫
、
A
A

ヴ
繍
無
生
市
有
容
。
疑
漢
世
所
詩
歌
揚
生
者
、

訟
其
経
師
謂
之
生
、
知
伏
生
之
類
、
稲
葉
質
名
答
。
容
学
務
伯
、
於
義
母
周

日
容

-90-

(
漢
書
幾
管
単
せ
九
吋

-
欧
陽
生
が

以
上
め
よ
う
に
孔
安
園
・

こ
れ
を
指
し
て
「
初
審
唯
有
歓
陽
」
と
い
う
簿
費
め

で
は
、

て
い
な

い
と
い
、
え
よ
、
7
0

の
留
で
も
分
る
よ
う
に
、
欧
陽
氏

て
鋒
綾
し
、
そ
の
系
藷
は
さ
は

r明
確
と

は
一
言
え
な
い
が
、
後
漢
書
儒
林
俸
は
こ
れ
を
き
れ
い
に
繋
環
し
、

読
書
一
認
、
清
南
伏
生
侍
術
書
、
授
精
南
張
生
及
子
梁
敵
陽
生
、
時
猷
続
生
授

関
郡
克
寛
、
寛
授
歓
陽
生
之
子
、
散
散
総
傷
、
主
曾
孫
激
務
潟
、
銭
向
警



駄
路
氏
撃
。
張
金
授
笈
侯
都
樹
、
都
尉
畏
族
?
?
始
品
、
始
昌
簿
孫
子
勝
、

震
大
変
倹
氏
撃
。
勝
侍
従
兄
子
建
、
建
制
四
篤
小
夏
侯
氏
祭
。
一
ニ
家
皆
立
謬

{目。

明
確
に
こ
系
統
免
し
て
把
躍
し
て
い
る
。
郎
ち
、
駄
揚
氏
学
は
敵
陽
商
に
歪
つ

家
を
名
乗
り
、
そ
の
先
は
盤
陽
生
で
あ
る
。
、
夏
侯
氏
学
は
夏
侯
勝

てに
至
っ
て

家
を
名
乗
り
、
そ
の
先
は
張
生
で
あ
る
と
α

こ
の
数
揚
生
・

と
も
に
漢
初
武
帝
時
め
博
士
で
あ
っ
た
と
怒
わ
れ
る
の
に
、
そ
の
初
め
は
た
だ

ま
だ
、

と
雪
印
う
の
は
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

}
め
ニ
系
統
を
は
っ
き
り
と
整
理
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
「
歎
務
大
小

の
・
時
は
、

夏
侯
氏
拳
管
山
山
於
寛
」
と
云
っ
児
覚
以
後
に
分
れ
た
と
い
う
。
そ
う
す
れ

ば
克
寛
以
前
は
敵
務
法
学
も
夏
侯
氏
学
も
無
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

第
ニ
に
、
得
費
に
は
「
一
市
中
川
孝
宣
世
、
復
立
大
小
夏
侯
出
向
書
」
と
あ
り
、
こ
れ

は
世
田
一
帝
以
煎
に
お
い
て
一
変
侯
氏
学
は
学
宮
に
立
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

意
味
し
て
い
よ
う
が
、
実
際
に
は
、
敵
陽
氏
学
に
博
警
官
駄
陽
商
が
い
る
他
に
、

一
皮
侯
氏
学
に
も
博
士
一
変
侯
務
・
博
士
孔
織
が
い
る
の
で
あ
る
。

一
災
侯
勝
略
伝

史
料
①
滋
醤
夏
侯
勝
博

gヨド

夏
侯
務
字
表
公
。
束
手
入
。
務
少
孤
、
好
関
学
、
後
始
品
川
丸
術
書
及
洪
範
五

行
簿
、
設
災
奥
。
後
事
藷
階
、
又
俄
歓
鶴
氏
関
。
銭
撃
瞬
鋭
、
所
簡
非
一

鱒
也
。
善
説
組
問
態
。
徴
潟
博
士
・
光
議
大
夫
。
(
中
略
)
接
種
鶏
長
信
少
府
、

1i絞?事会について

論
語
設
、
年
九

母
漢
書
儲
林
簿

i
l術
書
記
授
一
変
侯
勝
め
項

産
侯
務

従
済
南
族
生
受
街
書
、
以
侮
族
子
拾
昌
。
始

高
得
勝
、
勝
又
事
男
都
機
郷
。
龍
蜘
解
者
保
寛
門
人
。
勝
博
提
克
子
建
、

又
事
駄
締
高
。
勝
宝
長
信
少
府
、
建
太
子
太
侍
。
{
篠
泌
総
成
大
昭
日
、
建
品
菌
作

裕
一
。
)
由
是
街
番
有
大
小
夏
侯
之
祭
。

グ〉

態
様
字
少
卿
、
番
人
也
。
断
熱
孔
覇
倶
事
大
一
変
侯
勝
。

恋
漢
書
孔
光
体

孔
覇
亦
治
持
議
、
事
太
博
夏
侯
勝
、
昭
帝
末
年
震
博
士
。

糞
議
関
設
勝
馬
尚
書
獄
中
。

告
漢
書
計
画
調
文
忠
1
1
1
六
妻
略
書

大
夏
侯
章
匂
ニ
十
九
巻

大
夏
侯
解
放
ニ

-91… 

ー

!
l
論
語

魯
夏
侯
斡
二
十
一
議

停
魯
論
語
者
、
常
山
都
尉
襲
奮
・
長
信
少
府
夏
侯
務
・

卿
・
蔀
柏
村
箪
驚
望
之
・
安
易
侯
張
馬
、

魯
扶

-
章
玄
成
皆
続
論
語
、
篇
第
或
殿
内
。

始
品
器
官
扶
郷
及
藍
侯
勝
・
王
陽
・

舎
漢
書
宣
帝
紀
、
本
始
元
年
、
詔
し
て
日
間
以
…
傍
少
府
関
内
侯
勝
に

の
記

夏
侯
勝
博
に
よ
っ
て
そ
の
官
騒
を
略
述
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

の件付、

前
七
三
年

の
薦
に
よ
り
太
后
に
街
書
を
授
け
、

(
皇
太
駁
滋
を
挙
る
)
に
還
り
爵
関
内
侯
を
賜
わ
る
。
本
毅
一
一
年
、
武
帝
廓
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つ
る
の
議
に
、
勝
ひ
と
り
先
帝
を
非
議
し
て

れ
る
。
本
始
周
年

盟
関
東
器
十
九
都
に
地
震
あ
り
、
大
赦
に
悶
っ
て
諌
大
半
八
と
な
る
。
後
ま
た
長
信

少
府
に
復
し
、
太
子
太
博
に
還
り
、

官
に
終
る
む

そ
の
ん
卒
年
は

帝
地
節
三
年
(
蕊
六
七
年
〉
に
疏
直
属
が
太
子
太
停
に
伐
っ
て
お
り
〈
疏
燦
然
〉
こ
の

年
以
前
ぞ
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
そ
の
初
め
徴
せ
ら
れ
て
博
士
と
な
っ
た
の
は
昭
帝
の
時
で
あ
ろ

ぅ
。
弟
子
の
孔
載
は
昭
帝
末
年
の

で
あ
る
@
。

孔
鱗
略
伝

史
料

φ
漠
番
孔
光
博

孔
議
-m
十
次
儒
亦
治
向
4

督
、

鶏
太
中
大
夫
、
以
選
援
皇
太
子
盤
、

議
以
師
賜
爵
毅
内
俊
、
食
邑
八
百
戸
、

昭
帝
末
年
矯
博
士
、
宣
帝
時

高
密
相
。
希
帝
部
位
、
徴

霧
露
人
謙
明
治
、
不
好

常
務
爵
位
泰
油
、
例
徳
以
堪
之
。
上
欲
数
議
椅
位
、
自
御
史
大
夫

覇
譲
位
、

及
蒔
庚
徳
免
、

至
誠
、
乃
弗
用
。
以
是
敬
之
、

一
一
一
、
上
深
知
其

及
覇
議
、
上
索
開
綴
蟻
弔
者
一
得
、

査
賜
東
圏
一
聴
器
鐙
潟
、
策
贈
以
列
侯
桂
、
諮
問
烈
君
。

争
漢
書
儒
林
健

;
i
i

グ〉

項

周
堪
字
少
瞬
、
海
人
也
。
盗
ハ
孔
繍
倶
率
大
夏
侯
務
c

堪
謹
官
令
、

論
於
五
渠
、
後
鶏
太
子
少
傍
。
市
孔
覇
以
太
中
大
夫
授
太
子
。

孔
織
が
博
士
と
な
っ
た
の
は
昭
帝
の
末
年
で
あ
る
申
。
宣
帝
の
時
太
中
大
夫
と

な
り
、
後
側
崎
市
明
、
高
密
の
相
に
選
る
。
建
事
は
泉
太
子
家
を
掌
り
秩
一
一
千
石
。

そ
の
卒
年
は
、
藤
漢
徳
が
御
史
大
夫
を
免
ぜ
ら
れ
た
詑
帝
初
泊
五
年
(
前
回
開
閉
年
〉

以
隣
、
一
克
索
在
位
中
〈
前
一
一
一
三
年
ま
で
)
で
あ
る
か
ら
、
そ

と
な
っ
た
の

は
ま
だ
若
い
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

数
銭
高
略
伝

史
料
①
漢
書
儒
林
博

i
i尚
書
伝
授
数
隊
生
の
項

党
寛
援
駄
陽
生
子
、
佐
世
相
棺
得
、
亙
曾
孫
潟
子
陽
鶏
博
士
。

ー
ー
ー
林
繁
め

林
金
守

震
博
士
、

金
漢
書
儒
林
侍

;
i
i

グ〉

項

一
段
侯
勝
簿
提
兄

建
又
事
裁
陽
商
。

勝
従
父
子
建
学
長
錦
、
自
師
事
勝
及
歎
湯
高
。

舎
漢
書
義
文
志

j
i

十
九
巻
大
小
笈
佼
土
策
。
数
務
経
三
十
二
胤
官
。
制
抑
古
白
、
此
二
十
九
絵
、
品
抗
生

ヮ“日可J
V

描問授。

十
一
巻
。

歓
開
防
設
義
一
一
錦
織

散
防
高
は
昭
帝
の
持

で
あ
る
。
弟
子
の
林
象
は
富
一
帝
の
時

で
応

り
②
、

の
昨
吋
の
博
士
夏
侯
勝
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
③
舎
か
ら
で
あ

て
駄
跨
氏
学
を
名
乗
っ
た
。
義
文
志
@
は
駄
陽
高
に
間
関
わ
る

で
あ
ろ
う
。
制
概
典
縛
文
紋
録
に
一
去
、
7

「
数
陽
氏
世
侍
業
、
一
会
設
孫
高
作
街
書

章
句
偽
駄
陽
民
間
学
」
と
。

以
上
め
よ
う
に
、
昭
帝
の
時
め
持
議
博
士
に
は
、
少
く
と
も
欧
陽
高
‘
一
災
俊
一

一
人
が
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
は
ぽ
問

る
。
そ
の

勝
・
孔
一
議
の

時
期
に
、
敵
陣
高
が
激
務
民
学
を
、
夏
侯
勝
が
一
愛
侯
氏
学
を
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の



け
て
い
る
。
そ
の
大
夏
侯
氏
学
は
宣
帝
に
叢
っ
て
初
め

て
ら
れ
た

の
石
渠
会
議
の
後
明
、
あ
り
(
室
帝
紀
)
、

し
か
は
す
で
に
卒
し
、
大
変
侯
氏
学
か
ら
省
議
会
議
に
参
加
し

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
皮
侯
務
が
一
泉
侯
氏
学
を
名
乗

そ
の
時
に

だ
の
は
弟
子
の

っ
た

ろ
、
彼
は
博
士
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
長
い
龍
そ
の
博
士

は
特

に
夏
侯
氏
向
警
は
な
か
っ
た
。

が
な
く
、

と
い
う
こ
と
は
特
に
散
防
氏
術
書
も
あ
る
は
ず

の
熊
蓄
は
、
実
は
散
問
問
も
一
変
侯
も
そ
の
区
制
約
は
無
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
培
地
m
の
時
の
状
況
で
あ
る
が
、

の
時
も
同
じ
で
、

忍
渠

会
議
の
参
加
者
を
見
る
と
、
駄
路
氏
学
か
ら
は
林
愈
〈
歓
開
閉
高
の
弟
子
)
と

と
し
て
、
小
麦
侯
氏
学
か
ら
は
張
出
費
支
倹

地
品
数
(
宮
間
の
孫
〉
と
が
と
も
に

臨
般
の
弟
子
)
が
問
じ
く
博
士
と
し
て
出
席
し
て
お
り
、
そ
し
て
小
変
侯
氏
が
学
官

て
ら
れ
た
の
は
こ
の
会
議
の
後
で
み
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
め

や
は
り
駄
陽
も
夏
侯
も
そ
の
別
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
る
。

こ
の
こ

の
場
合
も
興
じ
事
情
で

石
渠
会
議
以
前
は
博
士
宮
に
お
い

て
魯
詩
・
湾
詩
・

の
一
区
間
初
は
無
か
っ
た
(
件
に
詳
説
一
。

に
つ
い
て

ぃ
、
ぇ
詰

石
渠
以
需
の

は
武
帝
の
時
め

と

の
施
緯

の
師
弟
が
相
継
ぐ
の
み
で
、
そ
こ
に
取
り
立
て
て
総
武
器
物
博
士

t

、O

J
L
O
L
V
 

長
易
が
学
官
に
立
て
ら
れ
て
初
め
て
一
弘
別
し

の
後
に

87.ド

た
の
で
あ
る
。
春
秋
も
需
と
こ
と
が
m

一
一
悶
え
る
。
春
秋
は
、

ぞ
は
八
ム
羊
の
み

五絞博士について

が
議
ん
で
、
春
秋
と
い
え
ば
公
羊
で
あ
り
、
飽
は
な
か
っ
た
。
繋
梁
は
衡
太
子

(
武
殺
の
…
鈴
子
)
が
ひ
そ
か

い
た
議
度

お
お
や
け
に

な
か
っ
た
。
怒
め
地
方
で
細
々
と
訟
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
楽
庚
が
現
わ
れ
て

の
庇
護
を
受
け
て
よ
う
や
く
朝
廷

校
日
を
浴
び
、
そ
の

の
禁
千
秋

に
盛
ん
と
な
り
、

石
渠
会
議
の
後
に
公
認
め
学
と
し
て
博
士
宮
に
立
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る

画
一
旦
斗
A
F

二
泊
叩

1
v
一

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
石
渠
会
議
以
前
は
、
博
士
は
あ
く
ま
で
五
経
樽

の
学
派
は
な
か
っ
た
(
凶
参
照
)
。

士一で、

に
某
氏
学
の
区
制
約
は
な
か
っ
た
の
で
み
る
。
そ
の

限
ら
ず
、

ぞ
れ

挙
げ
た

-
肱
陽
地
徐
・
張
出
荷
の
倒
の
俄

の
場
合
が
あ

協今

{
と
も
に
王
去
の
弟
子
)
は
石
築
会
議
に
参

加
し
、
こ
の
持
二
人
は
と
も
に
博
士
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
)
り
の
師
、
王
式
が
散

と
な
っ
た
の
は
笈
帝
紳
爵
年
間
同
(
務
大
…

i
混
入
年
)
の
こ
と
で
、

る
。
魯
詩
の

さ
れ
こ
の
頃
同
じ
く
殺
を
治
め
て
博
公
と
な
っ
た
も
の

(
後
丘
江
八
ム
の
係
)

が
お
り
、
嬬
林
簿
に
「
博
士
江

-93-

心
嫉
式
一
五
一
広
」
と
あ
る
か
ら

は

こ
の
時
も
ま
た
詩
に
は
附
時
に
二
人
の
簿
士
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

の
場
合

は
こ
れ
と
反
対
で
、
少
な
く
と
も
后
蒼
以
前
に

が
い
な
か
っ
た
こ
と
は

前
述
し
た
通
り
で
あ
る
(
訪
に
詳
説
〉
。

こ
れ
ま
で
盟
蕗
に
分
け
て
、
武
帝
五

に
つ
い
て
の
疑
問
を
述
べ
て
き

た
。
し
か
し
必
ず
し
も
す
べ

宮
主養
護わ
以け
前で
のは
、な
王 L、

三そ
主主れ
.~-. 

I;l: . 

経・こ
博・の
士・小
lこ・論
限・で
定・取
し‘り
て・挙
げ
た
湾
題
は

こ
れ
を
儒
林
健
饗
め
文
殺
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
き

た
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
宜
帝
博
士
宮
増
麓

る
漢
書
わ
記
法
も
前
後
不

慌
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
関
惑
も
含
め
て
解
決
を
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か

ら
で
あ
る
。

注
)
壮
盟
主
奮
の
貰
帝
博
士
宮
増
置
に
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や
鑑
林
健
賛
の
他
に

舎
笈
務
総
甘
露
三
年

金
百
官
公
卿
表
上
奉
常
の
項

mw義
文
志
六
議
略
腕
勿
盛
岡
詩
撞
春
秋
各
解
説
文

φ
劉
欽
簿
移
太
常
博
士
饗

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
記
述
の
前
後
不
問
の
と
こ
ろ
と
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

ハ
け
宣
帝
博
士
宮
増
震
の
事
は
③
で

は
黄
龍
一
元
年
(
総
額
九
年
〉
で
あ
る
。

三
年
(
前
五
一
年
〉
と
し
、
③
で

め
増
量
も
、
①
で
は
新
山
問
合
せ
て
十

出
合
せ
て
八
家
の
み
で
あ
る
。

が
、
舎
で
は
新

日
出
易
は
、
母
舎
に
拠
る
と
孟
氏

こ
と
に
な
る
が
、
熊
林
停
に
よ
る
と
石
築
会
議
以
前
に
博
士
官
間
に
あ
っ
た

は
遂
に
博
士
に
は
用
い
ら
れ
な

94-

為

〉

:3

・
カ
〆
¥
小
人

同
開
畿
は
、

mwに
よ
る
と
褒
氏
織
も
宜
帝
の
待
に
学
官
に
点
て
ら
れ
た

い
、
舎
と
合
致
し
な
い
。

場
官
名
・
人
名
揮
す
は

し、

fご


